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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月4日(2016.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のための方法であって
、前記方法は、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから第１のＯＦＤＭ信号を受信する
ことと、
　過半数未満の前記ＯＦＤＭサブキャリアを備える少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリ
アのサブセットを選択することと、
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットからのビート周波数を有する
自己相関結果を与えるために、前記第１のＯＦＤＭ信号と、少なくとも２つのＯＦＤＭサ
ブキャリアの前記サブセットとを自己相関させることと、ここにおいて、前記自己相関結
果が複数の可能な距離を備える、
　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決することと
　を備え、前記あいまいさを解決することは、
　　前記第１のトランシーバにおいて、第３のトランシーバから第２のＯＦＤＭ信号を受
信することと、
　　第２の複数の可能な距離を備える第２の自己相関結果を与えるために、前記第２のＯ
ＦＤＭ信号と、少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットとを自己相関さ
せることと
　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの距離と、前記第２の自己相関
結果からの前記第２の複数の可能な距離のうちの距離との交点を判断することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
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こと
をさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記第１のＯＦＤＭ信号が、
前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第
２のトランシーバによって送られる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択することが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットがパイロット信号を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが既知の信号を備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが未知であるが判断可能な信
号を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のトランシーバにおいて、第４のトランシーバから第３のＯＦＤＭ信号を受信
することと、
　第２の複数の可能な距離を備える第３の自己相関結果を与えるために前記第３のＯＦＤ
Ｍ信号と、少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットとを自己相関させる
ことと
をさらに備え、
　ここにおいて、前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、
　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの前記距離と、
　　前記第２の自己相関結果からの前記第２の複数の可能な距離のうちの前記距離と、
　　前記第３の自己相関結果からの第３の複数の可能な距離のうちの距離と
の交点を判断することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、少なくとも２つの距離の
交点を見つけることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、最近の位置推定値を使用
することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、少なくとも３つの距離の
交点を見つけることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、最近の位置推定値に基づ
く距離を選択することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のトランシーバおよび前記第２のトランシーバが同期クロックを有する、請求
項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のトランシーバおよび前記第２のトランシーバが非同期クロックを有する、請
求項１に記載の方法。
【請求項１４】
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　前記第１のトランシーバが第１のアクセスポイントを備え、前記第２のトランシーバが
第２のアクセスポイントを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のトランシーバがアクセスポイントを備え、前記第２のトランシーバがモバイ
ルデバイスを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のトランシーバがモバイルデバイスを備え、前記第２のトランシーバがアクセ
スポイントを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のトランシーバが第１のモバイルデバイスを備え、前記第２のトランシーバが
第２のモバイルデバイスを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数の可能な距離をサーバに報告することをさらに備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項１９】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットは、２つのＯＦＤＭサブキャ
リアのみを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のためのモバイルデバ
イスであって、前記モバイルデバイスは、
　第２のトランシーバから第１のＯＦＤＭ信号を受信し、第３のトランシーバから第２の
ＯＦＤＭ信号を受信するように構成された第１のトランシーバと、
　前記第１のトランシーバに結合されたプロセッサと
を備え、前記プロセッサは、
　　過半数未満の前記ＯＦＤＭサブキャリアを備える少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャ
リアのサブセットを選択することと、
　　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットからのビート周波数を有す
る自己相関結果を与えるために、前記第１のＯＦＤＭ信号と、少なくとも２つのＯＦＤＭ
サブキャリアの前記サブセットとを自己相関させることと、ここにおいて、前記自己相関
結果が複数の可能な距離を備える、
　　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決することと
　を行うように構成され、前記プロセッサが、
　　　第２の複数の可能な距離を備える第２の自己相関結果を与えるために、前記第２の
ＯＦＤＭ信号と、少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットとを自己相関
させることと
　　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの距離と、前記第２の自己相
関結果からの前記第２の複数の可能な距離のうちの距離との交点を判断することと
を行うように構成されることによって、前記あいまいさを解決するように構成された、モ
バイルデバイス。
【請求項２１】
　前記プロセッサが、
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ようにさらに構成され、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記第１のＯＦＤＭ信号が、
前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第
２のトランシーバによって送られる、請求項２０に記載のモバイルデバイス。
【請求項２２】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するようにさらに構成
された前記プロセッサが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
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　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと
を行うように構成された、請求項２０に記載のモバイルデバイス。
【請求項２３】
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決するように構成された前記プロセッサ
が、最近の位置推定値に基づく距離を選択するように構成された、請求項２０に記載のモ
バイルデバイス。
【請求項２４】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のためのモバイルデバ
イスであって、前記モバイルデバイスは、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから第１のＯＦＤＭ信号を受信する
ための手段と、
　過半数未満の前記ＯＦＤＭサブキャリアを備える少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリ
アのサブセットを選択するための手段と、
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットからのビート周波数を有する
自己相関結果を与えるために、前記第１のＯＦＤＭ信号と、少なくとも２つのＯＦＤＭサ
ブキャリアの前記サブセットとを自己相関させるための手段と、ここにおいて、前記自己
相関結果が複数の可能な距離を備える、
　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決するための手
段と
　を備え、前記あいまいさを解決するための前記手段は、
　　前記第１のトランシーバにおいて、第３のトランシーバから第２のＯＦＤＭ信号を受
信するための手段と、
　　第２の複数の可能な距離を備える第２の自己相関結果を与えるために、前記第２のＯ
ＦＤＭ信号と、少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットとを自己相関さ
せるための手段と
　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの距離と、前記第２の自己相関
結果からの前記第２の複数の可能な距離のうちの距離との交点を判断するための手段と
を備える、モバイルデバイス。
【請求項２５】
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記第１のＯＦＤＭ信号が、
前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第
２のトランシーバによって送られる、請求項２４に記載のモバイルデバイス。
【請求項２６】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するための前記手段が
、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択するための手段と、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択するための手段と
を備える、請求項２４に記載のモバイルデバイス。
【請求項２７】
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決するための前記手段が、最近の位置推
定値に基づく距離を選択するための手段を備える、請求項２４に記載のモバイルデバイス
。
【請求項２８】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のための、その上に記
憶されたプログラムコードを含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記プロ
グラムコードは、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから第１のＯＦＤＭ信号を受信する
ことと、
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　過半数未満の前記ＯＦＤＭサブキャリアを備える少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリ
アのサブセットを選択することと、
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットからのビート周波数を有する
自己相関結果を与えるために、前記第１のＯＦＤＭ信号と、少なくとも２つのＯＦＤＭサ
ブキャリアの前記サブセットとを自己相関させることと、ここにおいて、前記自己相関結
果が複数の可能な距離を備える、
　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決することと
を行うためのコードを備え、前記あいまいさを解決するためのコードは、
　　前記第１のトランシーバにおいて、第３のトランシーバから第２のＯＦＤＭ信号を受
信することと、
　　第２の複数の可能な距離を備える第２の自己相関結果を与えるために、前記第２のＯ
ＦＤＭ信号と、少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットとを自己相関さ
せることと
　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの距離と、前記第２の自己相関
結果からの前記第２の複数の可能な距離のうちの距離との交点を判断することと
を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ためのコードをさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記第１のＯＦＤＭ信号が、
前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第
２のトランシーバによって送られる、請求項２８に記載の非一時的コンピュータ可読記憶
媒体。
【請求項３０】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するためのコードが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと
を行うためのコードを備える、請求項２８に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３１】
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決するためのコードが、最近の位置推定
値に基づく距離を選択するためのコードを備える、請求項２８に記載の非一時的コンピュ
ータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のための方法であって
、前記方法は、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから第１のＯＦＤＭ信号を受信する
ことと、
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアのサブセットを選択することと、
　複数の可能な距離を備える自己相関結果を与えるために、前記第１のＯＦＤＭ信号と、
少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットとを自己相関させることと
　最近の位置推定値を使用して、単一の距離を判断するために前記自己相関結果における
あいまいさを解決することと
を備える、方法。
【請求項３３】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが、ＯＦＤＭサブキャリアの
総数の１０％未満の数を備える、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ことをさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記第１のＯＦＤＭ信号が、
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前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第
２のトランシーバによって送られる、請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択することが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと
　中間使用可能周波数を有する第３のサブキャリアを選択することと
を備える、請求項３２に記載の方法。
【請求項３６】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のためのモバイルデバ
イスであって、前記モバイルデバイスは、
　第２のトランシーバから第１のＯＦＤＭ信号を受信するように構成された第１のトラン
シーバと、
　前記第１のトランシーバに結合されたプロセッサと
を備え、前記プロセッサは、
　　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアのサブセットを選択することと、
　　複数の可能な距離を備える自己相関結果を与えるために、前記第１のＯＦＤＭ信号と
、少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットとを自己相関させることと
　最近の位置推定値を使用して単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあ
いまいさを解決することと
を行うように構成された、モバイルデバイス。
【請求項３７】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが、ＯＦＤＭサブキャリアの
総数の１０％未満の数を備える、請求項３６に記載のモバイルデバイス。
【請求項３８】
　前記プロセッサが、
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ようにさらに構成され、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記第１のＯＦＤＭ信号が、
前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第
２のトランシーバによって送られる、請求項３６に記載のモバイルデバイス。
【請求項３９】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するように構成された
前記プロセッサが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと、
　中間使用可能周波数を有する第３のサブキャリアを選択することと
を行うように構成された、請求項３６に記載のモバイルデバイス。
【請求項４０】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のためのモバイルデバ
イスであって、前記モバイルデバイスは、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから第１のＯＦＤＭ信号を受信する
ための手段と、
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアのサブセットを選択するための手段と、
　複数の可能な距離を備える自己相関結果を与えるために、前記第１のＯＦＤＭ信号と、
少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットとを自己相関させるための手段
と、
　最近の位置推定値を使用して、単一の距離を判断するために前記自己相関結果における
あいまいさを解決するための手段と
を備える、モバイルデバイス。
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【請求項４１】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが、ＯＦＤＭサブキャリアの
総数の１０％未満の数を備える、請求項４０に記載のモバイルデバイス。
【請求項４２】
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記第１のＯＦＤＭ信号を受
信するための前記手段が、前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信
したことに応答して前記第２のトランシーバによって送られる、請求項４０に記載のモバ
イルデバイス。
【請求項４３】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するための前記手段が
、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択するための手段と、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択するための手段と、
　中間使用可能周波数を有する第３のサブキャリアを選択するための手段と
を備える、請求項４０に記載のモバイルデバイス。
【請求項４４】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のための、その上に記
憶されたプログラムコードを含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記プロ
グラムコードは、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから第１のＯＦＤＭ信号を受信する
ことと、
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアのサブセットを選択することと、
　複数の可能な距離を備える自己相関結果を与えるために、前記第１のＯＦＤＭ信号と、
少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットとを自己相関させることと、
　最近の位置推定値を使用して、単一の距離を判断するために前記自己相関結果における
あいまいさを解決することと
を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４５】
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ためのコードをさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記第１のＯＦＤＭ信号を受
信するための前記コードが、前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受
信したことに応答して前記第２のトランシーバによって送られる、請求項４４に記載の非
一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４６】
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するためのコードが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと、
　中間使用可能周波数を有する第３のサブキャリアを選択することと
を行うためのコードを備える、請求項４４に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　[0075]　開示する態様の前述の説明は、当業者が本開示を実施または使用できるように
与えたものである。これらの態様への様々な修正は当業者には容易に明らかになり、本明
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細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の態様に適
用され得る。
以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のための方法であって
、前記方法は、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから受信ＯＦＤＭ信号を受信するこ
とと、
　過半数未満の前記ＯＦＤＭサブキャリアを備える少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリ
アのサブセットを選択することと、
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットからのビート周波数を有する
自己相関結果を与えるために前記受信ＯＦＤＭ信号の少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャ
リアの前記サブセットを自己相関することと、ここにおいて、前記自己相関結果が複数の
可能な距離を備える、を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ことをさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記受信ＯＦＤＭ信号が、前
記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第２
のトランシーバによって送られる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択することが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットがパイロット信号を備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが既知の信号を備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ６］
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが未知であるが判断可能な信
号を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決することをさ
らに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のトランシーバにおいて、第３のトランシーバから第２の受信ＯＦＤＭ信号を
受信することと、
　第２の複数の可能な距離を備える第２の自己相関結果を与えるために前記第２の受信Ｏ
ＦＤＭ信号の少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを自己相関するこ
とと
をさらに備え、
　ここにおいて、前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、
　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの距離と、
　　前記第２の自己相関結果前記第２の複数の可能な距離のうちの距離との交点を判断す
ることを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のトランシーバにおいて、第４のトランシーバから第３の受信ＯＦＤＭ信号を
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受信することと、
　第２の複数の可能な距離を備える第３の自己相関結果を与えるために前記第３の受信Ｏ
ＦＤＭ信号の少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを自己相関するこ
とと
をさらに備え、
　ここにおいて、前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、
　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの距離と、
　　前記第２の自己相関結果前記第２の複数の可能な距離のうちの距離と、
　　前記第３の自己相関結果第３の複数の可能な距離のうちの距離との交点を判断するこ
とを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、少なくとも２つの距離の
交点を見つけることを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、最近の位置推定値を使用
することをさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、少なくとも３つの距離の
交点を見つけることを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決することが、最近の位置推定値に基づ
く距離を選択することを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１のトランシーバおよび前記第２のトランシーバが同期クロックを有する、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１のトランシーバおよび前記第２のトランシーバが非同期クロックを有する、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第１のトランシーバが第１のアクセスポイントを備え、前記第２のトランシーバが
第２のアクセスポイントを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第１のトランシーバがアクセスポイントを備え、前記第２のトランシーバが移動局
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記第１のトランシーバが移動局を備え、前記第２のトランシーバがアクセスポイント
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記第１のトランシーバが第１の移動局を備え、前記第２のトランシーバが第２の移動
局を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記複数の可能な距離をサーバに報告することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２１］
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のためのモバイルデバ
イスであって、前記モバイルデバイスは、
　第１のトランシーバと、
　前記第１のトランシーバに結合されたプロセッサと
を備え、前記プロセッサは、
　　前記第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから受信ＯＦＤＭ信号を受信
することと、
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　　過半数未満の前記ＯＦＤＭサブキャリアを備える少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャ
リアのサブセットを選択することと、
　　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットからのビート周波数を有す
る自己相関結果を与えるために前記受信ＯＦＤＭ信号の少なくとも２つのＯＦＤＭサブキ
ャリアの前記サブセットを自己相関することと、ここにおいて、前記自己相関結果が複数
の可能な距離を備える、を行うように構成された、モバイルデバイス。
［Ｃ２２］
　前記プロセッサが、
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ようにさらに構成され、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記受信ＯＦＤＭ信号が、前
記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第２
のトランシーバによって送られる、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２３］
　前記プロセッサが、少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択す
るようにさらに構成され、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと
を行うように構成された、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２４］
　前記プロセッサが、単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさ
を解決するようにさらに構成された、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２５］
　前記プロセッサが、
　前記第１のトランシーバにおいて、第３のトランシーバから第２の受信ＯＦＤＭ信号を
受信することと、
　第２の複数の可能な距離を備える第２の自己相関結果を与えるために前記第２の受信Ｏ
ＦＤＭ信号の少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを自己相関するこ
とと
を行うようにさらに構成され、
　ここにおいて、前記自己相関結果における前記あいまいさを解決するように構成された
前記プロセッサが、
　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの距離と、
　　前記第２の自己相関結果前記第２の複数の可能な距離のうちの距離との交点を判断す
るように構成された、Ｃ２４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２６］
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決するように構成された前記プロセッサ
が、少なくとも２つの距離の交点を見つけるように構成された、Ｃ２５に記載のモバイル
デバイス。
［Ｃ２７］
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のためのモバイルデバ
イスであって、前記モバイルデバイスは、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから受信ＯＦＤＭ信号を受信するた
めの手段と、
　過半数未満の前記ＯＦＤＭサブキャリアを備える少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリ
アのサブセットを選択するための手段と、
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットからのビート周波数を有する
自己相関結果を与えるために前記受信ＯＦＤＭ信号の少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャ
リアの前記サブセットを自己相関するための手段と、ここにおいて、前記自己相関結果が
複数の可能な距離を備える、を備える、モバイルデバイス。
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［Ｃ２８］
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記受信ＯＦＤＭ信号が、前
記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第２
のトランシーバによって送られる、Ｃ２７に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２９］
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するための前記手段が
、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択するための手段と、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択するための手段と
を備える、Ｃ２７に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３０］
　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決するための手
段をさらに備える、Ｃ２７に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３１］
　前記第１のトランシーバにおいて、第３のトランシーバから第２の受信ＯＦＤＭ信号を
受信するための手段と、
　第２の複数の可能な距離を備える第２の自己相関結果を与えるために前記第２の受信Ｏ
ＦＤＭ信号の少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを自己相関するた
めの手段と
をさらに備え、
　ここにおいて、前記自己相関結果における前記あいまいさを解決するための前記手段が
、
　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの距離と、
　　前記第２の自己相関結果前記第２の複数の可能な距離のうちの距離との交点を判断す
るための手段を備える、Ｃ３０に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３２］
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決するための前記手段が、少なくとも２
つの距離の交点を見つけるための手段を備える、Ｃ３１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３３］
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のための、その上に記
憶されたプログラムコードを含む不揮発性コンピュータ可読記憶媒体であって、前記プロ
グラムコードは、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから受信ＯＦＤＭ信号を受信するこ
とと、
　過半数未満の前記ＯＦＤＭサブキャリアを備える少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリ
アのサブセットを選択することと、
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットからのビート周波数を有する
自己相関結果を与えるために前記受信ＯＦＤＭ信号の少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャ
リアの前記サブセットを自己相関することと、ここにおいて、前記自己相関結果が複数の
可能な距離を備える、を行うためのコードを備える、不揮発性コンピュータ可読記憶媒体
。
［Ｃ３４］
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ためのコードをさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記受信ＯＦＤＭ信号が、前
記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第２
のトランシーバによって送られる、Ｃ３３に記載の不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３５］
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　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するためのコードが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと
を行うためのコードを備える、Ｃ３３に記載の不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３６］
　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決するためのコ
ードをさらに備える、Ｃ３３に記載の不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３７］
　前記第１のトランシーバにおいて、第３のトランシーバから第２の受信ＯＦＤＭ信号を
受信することと、
　第２の複数の可能な距離を備える第２の自己相関結果を与えるために前記第２の受信Ｏ
ＦＤＭ信号の少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを自己相関するこ
とと
を行うためのコードをさらに備え、
　ここにおいて、前記自己相関結果における前記あいまいさを解決するためのコードが、
　　前記自己相関結果からの前記複数の可能な距離のうちの距離と、
　　前記第２の自己相関結果前記第２の複数の可能な距離のうちの距離との交点を判断す
るためのコードを備える、Ｃ３６に記載の不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３８］
　前記自己相関結果における前記あいまいさを解決するためのコードが、少なくとも２つ
の距離の交点を見つけるためのコードを備える、Ｃ３７に記載の不揮発性コンピュータ可
読記憶媒体。
［Ｃ３９］
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のための方法であって
、前記方法は、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから受信ＯＦＤＭ信号を受信するこ
とと、
　少なくとも３つのＯＦＤＭサブキャリアのサブセットを選択することと、
　距離を備える自己相関結果を与えるために前記受信ＯＦＤＭ信号の少なくとも３つのＯ
ＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを自己相関することと
を備える、方法。
［Ｃ４０］
　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決することをさ
らに備える、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４１］
　少なくとも３つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが、ＯＦＤＭサブキャリアの
総数の１０％未満の数を備える、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４２］
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ことをさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記受信ＯＦＤＭ信号が、前
記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第２
のトランシーバによって送られる、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４３］
　少なくとも３つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択することが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと
を備える、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４４］
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のためのモバイルデバ
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イスであって、前記モバイルデバイスは、
　第１のトランシーバと、
　前記第１のトランシーバに結合されたプロセッサと
を備え、前記プロセッサは、
　　前記第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから受信ＯＦＤＭ信号を受信
することと、
　　少なくとも３つのＯＦＤＭサブキャリアのサブセットを選択することと、
　　距離を備える自己相関結果を与えるために前記受信ＯＦＤＭ信号の少なくとも３つの
ＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを自己相関することと
を行うように構成された、モバイルデバイス。
［Ｃ４５］
　前記プロセッサが、単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさ
を解決するようにさらに構成された、Ｃ４４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４６］
　少なくとも３つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが、ＯＦＤＭサブキャリアの
総数の１０％未満の数を備える、Ｃ４４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４７］
　前記プロセッサが、
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ようにさらに構成され、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、前記受信ＯＦＤＭ信号が、前
記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応答して前記第２
のトランシーバによって送られる、Ｃ４４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４８］
　少なくとも３つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するように構成された
前記プロセッサが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと、
　中間使用可能周波数を有する第３のサブキャリアを選択することと
を行うように構成された、Ｃ４４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４９］
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のためのモバイルデバ
イスであって、前記モバイルデバイスは、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから受信ＯＦＤＭ信号を受信するた
めの手段と、
　少なくとも３つのＯＦＤＭサブキャリアのサブセットを選択するための手段と、
　距離を備える自己相関結果を与えるために前記受信ＯＦＤＭ信号の少なくとも３つのＯ
ＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを自己相関するための手段と
を備える、モバイルデバイス。
［Ｃ５０］
　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決するための手
段をさらに備える、Ｃ４９に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５１］
　少なくとも３つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットが、ＯＦＤＭサブキャリアの
総数の１０％未満の数を備える、Ｃ４９に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５２］
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、ＯＦＤＭ信号を受信するため
の前記手段が、前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに
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応答して前記第２のトランシーバによって送られる、Ｃ４９に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５３］
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するための前記手段が
、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択するための手段と、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択するための手段と、
　中間使用可能周波数を有する第３のサブキャリアを選択するための手段と
を備える、Ｃ４９に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５４］
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアに基づく無線測距のための、その上に記
憶されたプログラムコードを含む不揮発性コンピュータ可読記憶媒体であって、前記プロ
グラムコードは、
　第１のトランシーバにおいて、第２のトランシーバから受信ＯＦＤＭ信号を受信するこ
とと、
　少なくとも３つのＯＦＤＭサブキャリアのサブセットを選択することと、
　距離を備える自己相関結果を与えるために前記受信ＯＦＤＭ信号の少なくとも３つのＯ
ＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを自己相関することと
を行うためのコードを備える、不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ５５］
　単一の距離を判断するために前記自己相関結果におけるあいまいさを解決するためのコ
ードをさらに備える、Ｃ５４に記載の不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ５６］
　前記第１のトランシーバから、前記第２のトランシーバに送信ＯＦＤＭ信号を送信する
ためのコードをさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のトランシーバから受信された、受信ＯＦＤＭ信号のための前
記コードが、前記第２のトランシーバにおいて前記送信ＯＦＤＭ信号を受信したことに応
答して前記第２のトランシーバによって送られる、Ｃ５４に記載の不揮発性コンピュータ
可読記憶媒体。
［Ｃ５７］
　少なくとも２つのＯＦＤＭサブキャリアの前記サブセットを選択するためのコードが、
　最低使用可能周波数を有する第１のサブキャリアを選択することと、
　最高使用可能周波数を有する第２のサブキャリアを選択することと、
　中間使用可能周波数を有する第３のサブキャリアを選択することと
を行うためのコードを備える、Ｃ５４に記載の不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
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